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Ａ．研究目的 
  岡山県を中心とした医療圏における地域完結型
がん・生殖医療連携ネットワークの構築と，悪性腫
瘍治療に関与する医療スタッフ，一般市民に対する
「悪性腫瘍患者等の妊孕性温存」の啓発を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
【研究1】 岡山大学大学院保健学研究科において，
岡山県の悪性腫瘍等の治療に従事する医療スタッ
フを対象とし，「悪性腫瘍等の患者の生殖機能温
存に対する認知度と意識」に関する無記名自己記
入式質問紙調査を実施した。 
【研究2】 がん患者の生殖医療を考えるネットワ
ークOKAYAMAのシステム面を整備するため，認知度
を向上させるために活動を行った。 
 
（倫理面への配慮） 
 岡山大学大学院保健学研究科倫理審査委員会の
承認（承認番号M15-13）後，施設代表者の同意が
得られた医療施設において無記名自己記入式質問
紙調査を実施した。対象者に対し，研究の趣旨，
プライバシー保護，調査の協力を辞退しても不利
益が生じないことを書面で説明し，回収袋への投
入をもって同意とした。 
 
Ｃ．研究結果 
1. 対象の背景 
 18施設の1,056名に対して質問紙を配布し，797
部を回収(回収率75.5%)，このうち2部を除いた795
部を解析した。対象の年齢は35.8±11.3(mean±
S.D)歳，看護師が728名(91.6%)，勤務施設は，大
学病院420名(52.7%)，総合病院323名(40.5%)，複
数科病院32名(4.0%)，単科病院9名(1.1%)，診療所
13名(1.6%)であった。 
 
2. 「悪性腫瘍等の患者の生殖機能温存」に関する
知識・意識 
 悪性腫瘍等の患者が生殖機能温存を行うことが 
 

 
できることを「知っている」との回答は，全体の
24.6%，岡山県内に生殖機能を温存できる施設があ
ることを「知っている」と回答したのは25.6%であ
った。悪性腫瘍等の患者の生殖機能温存方法の認
知度としては，卵子の凍結保存は38.6%，精子の凍
結保存は35.8%，受精卵(胚)の凍結保存は21.8%，
卵巣組織の凍結保存は10.8%，放射線療法時の性腺
遮蔽は10.6%，化学療法時のGnRHアゴニストは6.5%，
放射線療法時の卵巣位置移動術は4.8%であった． 
悪性腫瘍等の患者が生殖機能温存を行うことに関
して，全体の91.4%が「肯定的」であった。患者が
子どもを持つことについて，「治療を行う励まし
になる」との肯定的な意見は高率であったが，「治
療後の妊娠・出産は負担が大きい」「悪性腫瘍等
の治療が児に及ぼす催奇形性が懸念される」「悪
性腫瘍等の治療を控えた患者にとって不妊の問題
は優先度が低い」との回答も見られた。 
 
3. 悪性腫瘍等の患者における生殖機能温存の相
談・支援の実態 
 勤務経験の中で「悪性腫瘍等で生殖機能温存の
対象患者がいた」との回答は21.8%，「化学療法や
放射線療法等の治療で不妊になった患者がいた」
6.7%であり，多くは，「わからない」との回答で
あった。 
 「悪性腫瘍等の患者から生殖機能温存について
相談を受けた」7.6%であった。また，悪性腫瘍等
の治療開始時，「将来，子どもを持ちたいか確認
している」との回答は14.2%，「生殖機能温存につ
いて説明している」との回答は3.1%と低率であっ
た。 
 
【研究2】 
 研究１の結果を受けて，悪性腫瘍等の治療に従事
する医療スタッフや一般市民に対する広報・啓発の
目的で，がん患者の生殖医療を考えるネットワー
クOKAYAMAのホームページを開設した。また，悪性
腫瘍を治療する医師が，悪性腫瘍患者の妊孕性温
存を行う生殖補助医療実施施設へ患者紹介をする
ための共通書式などを作成，ホームページ上から
ダウンロード可能とした。 
 さらに，岡山県におけるがん・生殖医療連携ネ

研究要旨： 
 岡山大学大学院保健学研究科において，岡山県の悪性腫瘍等の治療に従事する医療スタッ
フを対象とし，「悪性腫瘍等の患者の生殖機能温存に対する認知度と意識」に関する無記
名自己記入式質問紙調査を実施した。 
 がん患者の生殖医療を考えるネットワークOKAYAMAのホームページを開設した。また，岡
山県におけるがん・生殖医療連携ネットワークに関する資料，セミナーの案内などを配布
し，啓発を行った。 



ットワークに関する資料，セミナーの案内などを配
布し，公開セミナーを開催した。 
 
 
Ｄ．考察 
  悪性腫瘍患者の生殖機能温存を目的とした配偶
子凍結保存には，肯定的な意見を持つ医療スタッ
フが多かったが，それが，岡山県内でも可能であ
ることを知らない実態が明らかになった。医療ス
タッフの中には，生殖機能温存の対象となる患者
に接していたが，関心が低いことから，患者への
情報提供も行われていないと考えられ，相談を受
けたり支援したりしている比率は低かった．まず
は，悪性腫瘍等の患者の生殖機能温存に関する知
識を持ってもらう必要があると考える。 
 この結果をもとに，医師向け，看護スタッフ向
け，一般市民向けの情報提供のために，がん患者
の生殖医療を考えるネットワーク OKAYAMのホーム
ページを開設し，現在，充実させていく過程であ
る。 
 また，患者紹介をするための共通書式の作成な
どを行ったが，さらに，妊孕性温存を希望する患
者の紹介を簡略化し，時間の短縮を図る必要がある。 
 
Ｅ．結論 
 悪性腫瘍等の治療に従事する医療スタッフにお
いて，依然として，「悪性腫瘍患者等の妊孕性温
存」が可能であること，また，岡山県内でも行わ
れており，がん・生殖医療連携ネットワークが構
築されていることの認知は十分ではなかったこと
が明らかになった。 
 このため，ホームページを開設，セミナーなどの
開催を行った。 
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  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
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 2. 実用新案登録 
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 3.その他 
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